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聞き取り対象自治体数 未調査・未回答数 該当無・不明数 訪問数 未訪問
茨城県 20 12 2 5 1
千葉県 28 8 6 10 4
東京都 6 0 4 0 2
神奈川県 16 7 5 0 4
静岡県 22 8 7 3 4
愛知県 19 6 6 2 5
三重県 20 11 7 1 1
和歌山県 19 10 6 2 1
総数 150 62 43 23 22








 第１節 茨城県・千葉県（図２） 2012年９月 24日から 26日に調査実施。 



































の中でかなり状態がよく欠損箇所はみられない。爪の長さは 96cm リング径は 38cm。全体的に表面
は錆び赤茶色。リング輪の断面は方形。爪と軸の接合箇所が多少厚みを持っており、軸正面部爪の分
かれ目から上部にむけて 30ｃｍほど筋が見える。現在保存状態は良好だが屋外での保管である。  
 
５）銚子市渡海神社（錨№72から 74）（図版７・８） 










































































































































































































図 ３ 大洗磯前神社区画１ 
図 ４ 大洗磯前神社区画２ 
図 ５ 大洗磯前神社区画３ 
図 2茨城県・千葉県訪問地 （国土地理院加筆） 
                               10 
 
表 ２ 調査地区・調査錨リスト 
 
 
ナンバー 都道府県 市町村 所蔵場所 住所 本数 現状 引き揚げ場所 摘要
１～62 茨城県 大洗町 大洗磯前神社（小屋） 茨城県東茨城郡大洗町磯浜町6890 62 別記 不明 小型22本含む
63 神栖市 息栖神社境内 茨城県神栖市息栖2882 1 爪、リング輪破損 不明 宮司さんによると子供のころ7，80年前からある
64～67 美浦村 文化財センター 稲敷郡美浦村土浦2359 4 別記 不明 昭和30年代に収集されたもの
67～70 土浦市 水天宮 土浦市川口2-12-4 4 別記 不明
稲敷市 稲敷市歴史民俗資料館 稲敷市八千石18-1 0 訪問したが該当無
71 千葉県 銚子市 青少年文化会館 千葉県銚子市前宿町1046 1 完形 不明 会館裏に横たわっている
72 銚子市 渡海神社 千葉県銚子市高神西町３ 3 ほぼ完形 不明
73 爪部破損リング無 不明
74 爪部破損リング輪破損 不明 リング輪と軸の接合箇所およそ20cmほど傾斜がみられる
75 猿田神社 千葉県銚子市猿田町１６７７−１ 2 爪部地中に埋められており軸が曲がっている全体的に錆び剥がれ落ち 銚子沖 宮司さんによると幕末の軍艦の沈没船のもの？
76 爪部地中に埋められている　リング輪部破損。全体に錆び 同 同
77・78 匝瑳市 神明神社 千葉県匝瑳市堀川 2 原型をとどめず鉄クズ状態　爪部が確認できる 不明 近隣住民によると60年以上前からある
79 一宮町 玉前神社 千葉県長生郡一宮町一宮３０４８ 1 爪一部欠損 九十九里浜 東郷平八郎篆額石碑「獲錨記」　明治37年漁師により引き揚げられた
80 勝浦市 瀧口神社 千葉県勝浦市部原1921 2 爪、軸根本部に付着物リング輪部破損 不明
81 爪、リング輪部欠損 不明
82 鴨川市 鴨川郷土資料館 千葉県鴨川市横渚1401-6 3 完形　リングあり鎖付属 不明 鎖でつながっておりシャックルが付属、大きなブイが付属
83 二本爪 不明 同上
84 小型 不明
85 南房総市和田町 諏訪神社 千葉県南房総市和田町花園104番 2 完形、爪の一つにシャックルが付属 不明 『和田町史』南房総資源辞典　和田町史編さん室編　1991.3－1994.9
86 リング無爪部残存しているが蔦の為未確認 不明 同上
87 館山市 鷹の島弁財天境内 千葉県館山市沼1599-4　 リング無爪部根本のみ残存全体的に錆び腐食 不明 偶然錨発見、館山市の回答は無
88 富津市 三柱神社 千葉県富津市竹岡4452 1 完形 不明
89 富津市 八坂神社 富津市新井588 2 爪一部欠損リング残 不明 石碑　友栄丸　昭和41年奉納
90 爪２本リング残 不明 同上
91 袖ヶ浦市 袖ヶ浦市郷土博物館 袖ケ浦市下新田1133 2 完形　 不明 寄贈者大野喜兵衛　昭和61年寄贈
92 完形 不明
御宿町 歴史民俗資料館 夷隅郡御宿町久保　2200 近代の物なので除外
93 静岡県 西伊豆町 金比羅権現社 西伊豆町田子字月の浦 1 爪根本部のみ残存 寄贈 昭和3年に嵐にあった時に使用した錨を奉納『西伊豆町誌』資料第一集
94・95 牧之原市 牧之原市民俗資料館 牧之原市相良275-2 2 藪に埋もれており計測不能露出部に付着物 不明
96 磐田市 福田中学校 静岡県磐田市福田中島3753-1 2 リングの接合箇所に欠損 不明 校舎正面に垂直に建てられている
97 錆び劣化が激しい表面に貝殻など付着引き揚げ時のロープがそのまま 不明 校舎脇の林の中
98～102 磐田市 観音寺 静岡県磐田市福田６８８−１ 5 二本はほぼ完形二本は軸欠損一本は近代のもの 不明 五本まとめておかれている
103 磐田市 竜洋郷土資料館 静岡県磐田市岡405-47 1 爪先欠損 不明 館内に川船用3本と二爪1本
104 愛知県 半田市 半田市立博物館 半田市東洋町二丁目１番地 1 完形 寄贈 昭和59年寄贈
105～135 知多市 知多市歴史民俗博物館 知多市緑町１２番地の２ 31 別記 寄贈 小型の二爪錨が28本小型四爪錨が3本　昭和30年代
136～141三重県 鳥羽市 海の博物館 鳥羽市浦村町大吉1731-68 6 別記 寄贈 展示品四爪3本二爪3本他収蔵庫内に多数
142・143 和歌山県 新宮市 徳本上人の碑横 新宮市王子町3丁目 2 完形 不明 二本交互に置かれている。表面はなめらかでリング輪丸い




ナンバー 全長 リング輪幅 リング輪長さ リング輪厚 リング輪側面 軸正面 軸側面 軸根本正面 軸根本側面爪長さ 爪根本幅 爪根本厚 爪先端幅 爪先端厚 リング径 リング厚
1 210 15 10 20 20 58 15 10 3
2 152
3 135

































































71 300 19 35 2.5 6.5 7.5 15 23 96 10.5 7 7 2 39 5
72 300 32 37 100 55
73 160 12 20
74 150 12 21 1.8 5.5
75 230 13 28 3 3 5 7 13 17
76 230 17 35 2.5 7 5 7 11 15
77、78 未
79 189 12.5 19 2 5 4 5 10 16 66 10 5
80 約300
81 約250
82 125 10 19 2 7 2.5 7 7 10 36 6 4
83 103 9 15 36 6 4
84 約60
85 156.5 15 20 4 4 5 4 10 13 44 7 22 4
86 約300
87 約190
88 230 15 30 2 6 3.5 6 17 56 9 5.5 5.5 1.5 30 4
89 190 55 30
90 170 50 2.5
91 160 10 20 2 5 3.5 5.5 7 13 40 7 4 5.5 0.5




96 259 8 28 4 6 11 20 76 8.5 1.8 28 4





104 175 16 28 3.5 3.5 5.5 4 8.5 13 45 3.5 2 24 3
105 100 30
106 73 17
107 65 10 17
108 60
109 80 2.5 2 2.5 6 26
110～135 未
136 260 35 4 7 11 20 40～70 7 1 40
137 145 4.5 2.5 7.5 12 40




142 230 20 34 57 28
143 230 20 34 57 28
144 195 18 28 4 4 5 4 9 15 52 6.5 4.5 6.5 1.5 25 3
表 ３  調査錨法量 
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 第２節 静岡県（図６）・愛知県・三重県・和歌山県（図７）2012年９月 30日から 10月４日実施 
 
































厚みは 1.8cm である。軸側面の地面から 25cm の部分に幅 8cm ほどの横溝がある。またこの横溝ま
での間には縦に爪の割れ目へと向かって亀裂のような筋がみられる。軸正面には地面から 26cmから







































している。また断面円形のリング輪部の径は 3.5cm ほどあり左右合わせると 7cm 以上になるが軸正
面の太さは 5.5cm、軸側面は 4cmである。 
 
７）知多市歴史民俗博物館（錨№105から 135）（図版 30・31） 
 知多市歴史民俗博物館内に収蔵されている錨は昭和 30 年代に収集されたもので収蔵庫内には二爪







































 ９）新宮市徳本上人の碑（錨№142・143）（図版 35） 



















 図 ６ 静岡県訪問地 （国土地理院地図加筆） 




















































ヤオのアカシヅケは、○a 爪、○b スド、○c スド（環をつける）、○d カンと四部門にわけて行う。・略 
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２－３ 錨№64 爪部 ２－４ 錨№65 リング輪・リング 
２－５ 錨№66 リング輪・リング 
２－２ №64 リング輪・リング 
２－６ 錨№66 爪部 






３－１ 錨№66 爪部接写 ３－２ 錨№67 全体図 
３－３ 錨№67 リング輪・リング ３－４ 錨№67 リング輪接写 
３－５ 錨№67 爪部側面 ３－６ 錨№67 爪部正面 





４－１ 錨№68全景 ４－２ 錨№68 側面 

















６－１ 錨№71 リング輪接写 ６－２ 錨№71 リング接写 
６－３ 錨№71 リング輪正面 





７－１ 四爪錨遠景１ ７－２ 四爪錨遠景２ 
７－４ 錨№72 リング輪及びリング側面 
７－５ 錨№72爪部と№73軸 ７－６ 錨№73 リング輪部正面 
７－３ 錨№72 リング輪正面 





８－１ 錨№74 リング輪 ８－２ 錨№74 リング輪接合傾斜 






９－１ 錨遠景 ９－２ 錨№75 全体図 
５－３ №76 全景 
９－３ 錨№75爪部 ９－４ 錨№75 リング輪部 
９－６ 錨№76 リング輪部 ９－５ 錨№76 全体図 





10 －１ 神明神社錨№77・78  10－２ 玉前神社 錨№79 全景 
10－４ 玉前神社錨№79 リング輪側面 
10－６ 玉前神社錨№79爪部 
10－３ 玉前神社錨№79 リング輪正面 
10－５ 玉前神社錨№79 リング接合部 





11－１ 瀧口神社 遠景 11－２ 錨№80 全体図 
11－３ 錨№80爪部 11－４ 錨№80 リング輪部 
11－５ 錨№81 全体図 11－６ 錨№81 爪部 









12－４ 四爪錨№82 爪部２ 





13－１ 錨№85 全体図 
13－４ 錨№85リング接合部 
13－５ 錨№85 爪部側面接写 13－６ 錨№85 爪部正面接写 
13－２ 錨№85 リング輪側面 
13－３ 錨№85 リング輪正面リング接合 





14－１ 諏訪神社 遠景 14－２ 錨№86 遠景 
14－３ 錨№86 正面全体図 14－４ 錨№86 爪部 
14－５ 錨№86 側面全体図 14－６ 錨№86 リング輪部 





15－１ 錨№87 全体図 
15－３ 錨№87 リング輪部正面 
15－５ 錨№87 爪部側面 15－６ 錨№87 爪部正面 
15－４ 錨№87 リング輪部側面 
15－２ 錨№87 軸側面 





16－１ 三柱神社 本殿 16－２ 錨№88 全体図 
16－３ 錨№88 爪裏 16－４ 錨№88 爪部正面 
16－５ 錨№88 爪部側面 16－６ 錨№88 爪部 





17－１ 錨№88 軸・リング輪・リング 
17－４ 錨№88 リング接合部 
17－２ 錨№88 リング輪・リング正面 
17－３ 錨№88 リング 
17－６ 錨№88 爪裏 接写 





18－１ 八坂神社境内から 18－２ 錨№89 全体図 
18－３ 錨№89 リング 18－４ 錨№90 全体図 
18－５ 錨№90 露出した爪 18－６ 錨№90 リング 





19－１ 錨№91 全体図 
19－４ 錨№91 リング輪側面 19－４ 錨№91 リング輪と軸接合箇所 
19－５ 錨№91 リング 19－６ 錨№91 爪部 
19－２ 錨№91 リング輪正面 





20－２ 錨№92 リング輪・リング 
20－３ 錨№92 リング輪と軸の接合箇所 
16－３ №92 爪部正面 
20－６ 錨№92 爪部側面 
20－４ 錨№92 リング接合箇所 
20－１ 錨№92 全体図 
20－５ 錨№92 爪部正面 





21－１ 大洗磯前神社小屋遠景 21－２ 区画１（左）区画２及び錨№１ 
21－３ 左から区画１・２・３ 21－４ 区画１全体図 
21－５ 区画２全体図 21－６ 区画３全体図 













23－１錨№40リング輪断面方形とシャックル 23－２錨 41リング輪断面方形とシャックル 
23－３錨№38リング輪断面円形とシャックル 23－４錨№44リング輪断面円形とシャックル 
23－５錨№53リング輪断面円形とシャックル 23－６錨№55リング輪断面円形とシャックル 





24－１ 金比羅権現社錨№93全体図 24－２ 錨№93爪裏 
24－３ 錨№93爪裏接写 24－４ 牧之原市民俗資料館錨全景 
24－５ 錨№94・95爪部 24－６ 錨№94爪部付着物 





25－１ 錨№96全体図 25－２ 錨№96爪部 
25－３ 錨№96 軸の横溝（側面） 25－４ 錨№96 軸の横溝（正面） 
25－５ 錨№96 リング輪側面・リング 25－６ 錨№96 リングの隙間 





26－１ 錨№97 全体図 26－２ 錨№97 近影 
26－３ 錨№97 爪部 26－４ 錨№97 リング輪部正面・リング 
26－５ 錨№97 リング輪部側面・リング 26－６ 錨№97 リング輪・リングの縄 





27－１ 錨全景 27－２ 錨№98爪部・№100・№101爪部 
27－３ 錨№98・№99・№102爪部 27－４ 錨№99爪部付着物・№102 
27－６ 錨№98 リング輪正面・リング 27－５ 錨№98 リング輪側面・リング接合 





28－１ 錨№103 全体図 28－２ 錨№103 爪部 
28－６ 錨№103 リング接合箇所 28－５ 錨№103 リング輪正面・リング 
28－４ 錨№103 爪・縄２ 28－３ 錨№103 爪・縄１ 





29－１ 錨№104 全体図 29－２ 錨№104 爪部 
29－３ 錨№104 リング輪正面・軸 29－４ 錨№104 軸とリング輪接合箇所 
29－５ 錨№104 リング輪・リング 29－６ 錨№104 リング接写 





30－１ 錨№105・106・107 30－２ 錨№105爪部 
30－５ 収蔵庫内船上の二爪錨 30－６ 二爪錨の使用状況 
30－３ 錨№105リング輪・リング 30－４ 錨№105 付属品 





31－１ 収蔵庫内船上の二爪錨 31－２ 展示品遠景 
31－３ 錨№109 全体図 31－４ 錨№109 リング輪正面・リング 
31－５ 錨№109 爪部側面 31－６ 錨№109 爪部正面 






32－１ 錨全景 32－２ 左から錨№138・136・140・137 
32－３ 錨№136 リング輪部 32－４ 錨№136 軸側面 
32－５ 錨№136 軸側面 32－６ 錨№137 全体図 





33－１ 錨№137 爪部 33－２ 錨№137爪裏 
33－３ 錨№138 全体図 33－４ 錨№138 爪部 
33－５ 錨№138爪裏 33－６錨№138リング輪・リング・シャックル 





34－１ 錨№139 小型二爪錨 34－２ 錨№140 中型二爪錨 
34－３ 錨№141 中央二爪錨 34－４ 錨№141 爪部 
34－５ 錨№141 リング輪正面・リング 34－６ 錨№141 リング輪側面・リング 





35－１ 新宮市徳本上人の碑 35－２ 錨№142・143 
35－３ 錨№142・143 35－４ 錨№142・143 軸 
35－５ 錨№142・143 爪部・リング輪 35－６ 錨№142・143 リング輪 





36－１ 錨№144全体図 36－２ 錨№144 爪裏 
36－５ 錨№144 リング輪接合 36－６ 錨№144 リング接合箇所 
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